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要       約 
太平洋北部海域におけるマダラの漁獲量は 1998、1999 年に過去最高を記録した。これは

1996 年から 1998 年における加入が連続して良かったためと考えられる。その後の加入は、

1999 年および 2000 年には低調だったが、2002 年には 1990 年代後半の卓越年級に匹敵する

ほど多かった。2003 年には平均よりもやや少なかったが、2004 年～2006 年には比較的多か

ったことから資源は増加傾向にあると考えられる。また、2007 年の資源量は過去 12 年で 3 番

目に多く、漁獲量、CPUE も高いレベルにあることから、資源水準は高位と考えられる。 
資源が高位水準にあるため、資源が安定したときの資源量が現状のレベルに維持されること

を目標として Fsus を管理基準とした。平成 19 年度 ABC 算定のための基本規則１－３）－（１）

に基づいて F limit =Fsus のときの漁獲量を ABC limit とした。また、F target =Flimit×0.8
とし、この時の漁獲量を ABC target とした。 

 
 

2008年ABC 資源管理基準 Ｆ値 漁獲割合

ABC limit 158百トン Fsus 0.44 30%

ABC target 132百トン 0.8Fsus 0.35 25%

注）F値は各年齢の平均で、ABCは100トン未満で四捨五入した。

年 資源量（百トン） 漁獲量（百トン） Ｆ値 漁獲割合

2005 529 241 0.72 45%

2006 510 220 0.67 42%

2007 532

 
水準：高位  動向：増加 
 

１．まえがき 
マダラは、底魚類の中でも比較的個体数が多く、大型に成長することから各地で重要な漁獲

対象種とされている。東北地方においても周年漁獲され、特に冬場の繁殖期を中心として重要

な地先資源となっている。本種は東北太平洋岸を分布の南限にしていることもあり、太平洋北

部系群の資源動向は主産地である北海道に比べ不安定である。近年の現存量および漁獲量は

1998、1999 年に過去最高を記録したがその後減少し、2004 年以降再び増加傾向にある。この

ように近年は大きな資源変動が認められることから、今後の加入や資源動向に注意を払う必要

がある。 
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底魚類資源量調査を実施し（水深 150～900m）、面積―密度法を用いて資源量の推定を行って

いる。体長組成（０、1 歳魚）と耳石の透明帯の読みとり(2 歳魚以上)から漁獲されたすべての

個体について年齢を査定し、年齢別の現存尾数と重量を求めた。また、着底トロール調査の結

果と漁獲物の年齢および体長組成をもとに求めた過去のコホート解析の結果から、着底トロー

ルにおける年齢別の採集効率を求めた。その結果、年齢によって採集効率は異なり、２歳魚で

は 0.54 であるのに対し３歳魚では 0.12 であった（上田ら 2006）。 
マダラの食性や生息場所は成長とともに変わる。若齢期には遊泳力が弱く砂泥底付近を群泳

し、オキアミ類や小型頭足類を捕食する。大型、高齢化とともに岩礁域に生息場所を移し、魚

類や頭足類を主食とするようになる。着底トロール網は岩礁域での曳網が困難で、岩礁域の周

辺を生息域とする高齢魚との遭遇率は低くなると考えられる。そのため、ここでは遭遇率も加

味したものを採集効率とした。なお、１歳魚については２歳魚よりもさらに漁獲されやすいと

考えられるため、その採集効率は 0.64 とした。 
調査を 10 月中心に行っているため、10 月における各年齢の資源尾数(2006 年の CV: 0 歳魚

0.24, 1 歳魚 0.10, 2 歳魚 0.16, 3 歳魚 0.14)に年齢別生残率を乗じ、翌年１月における年齢別尾

数を算出した（表２）。マダラは周年漁獲されているが、近年では漁獲の中心は 1～6 月にあり、

上半期に 2/3 程度漁獲されているため、この値に４月における体重を乗じたものを各年の初期

現存量とした（表 3）。成長には年変化があり、体長や体重は年によって異なるが、ここでは平

均値を用いた。 
2007 年と 1996 年から 2006 年の結果を比較すると、2006 年級の加入尾数(2007 年の 1 歳魚)

は過去 12 年の中で 5 番目に多い。2006 年級よりも多かった 1996～1998 年および 2002 年級

は 1 歳時に 1 億 3 千万尾～2 億 1 千万尾で他の年級よりもかなり多い。こういった年級は調査

を開始した 1995 年以降の 12 年間で 4 回発生しているが、過去の漁獲量の変動傾向（図３、

図５）を見ると近年は特に資源状態がよいと考えられることから、長期的にみればむしろ稀に

発生している卓越年級と考えられる。2006 年級の加入尾数はこれらに準ずるレベルである。

また、２歳魚(2005 年級)および 3 歳魚も高水準である上に、4 歳および 5 歳以上の資源量も比

較的多い。したがって、2004～2006 年級の若齢魚のみならず、それ以前に産まれた高齢魚も

比較的高い水準を維持しているというのが現在の資源構造の特色である。 
表2. トロール調査による年齢別資源尾数（千尾）

年齢 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007

1 30,588 155,535 203,361 206,056 3,512 17,551 74,524 133,642 35,646 87,622 87,673 105,457

2 4,771 1,254 28,585 19,050 36,459 2,016 2,624 3,029 20,414 4,775 20,221 13,742

3 1,779 2,401 766 7,201 3,997 11,277 278 2,412 1,198 12,604 3,150 5,631

4 101 408 899 148 1,883 525 1,114 535 1,337 2,129 3,305 2,255

5以上 0 357 404 0 41 201 185 276 233 168 222 709

合計 37,239 159,955 234,015 232,455 45,892 31,570 78,725 139,893 58,828 107,298 114,572 127,795

注）10-11月時点の値に年齢別の生残率を乗じ、翌年１月の値を推定したもの。

トロール調査による面積ー密度法で求め、採集効率(Q)は1才魚0.64，２才魚0.54，３才魚以上0.12とした。

表3. 太平洋北部海域のマダラの推定資源量（トン)
年齢 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007

1 5,131 26,092 34,116 34,568 589 2,944 12,502 22,420 5,980 14,699 14,708 17,691

2 3,928 1,032 23,534 15,684 30,017 1,660 2,160 2,494 16,807 3,931 16,648 11,314

3 3,597 4,855 1,549 14,558 8,079 22,798 561 4,876 2,421 25,480 6,368 11,384

4 368 1,491 3,285 542 6,882 1,920 4,072 1,955 4,887 7,780 12,079 8,242

5以上 0 2,100 2,563 0 227 1,117 1,074 1,534 1,505 1,018 1,238 4,547

合計 13,025 35,570 65,048 65,351 45,794 30,438 20,370 33,279 31,600 52,909 51,041 53,179

注）10-11月時点の値から推定した翌年１月の現存尾数に各年齢の平均体重（4月）を乗じたもの。

トロール調査による面積ー密度法で求め、採集効率(Q)は1才魚0.64，２才魚0.54，３才魚以上0.12とした。
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く、今後、近年と必ずしも同じような状況が続くとは限らない。そのため、2008 年以降の

加入量を過去 12 年のうち、加入が少なかった 6 年間の平均値とした（41,574 千尾, 6,974
トン）。 

・ 年齢別選択率と漁獲物の体長組成から漁獲開始年齢は満１歳とする。この条件のもとで現

在の漁獲が 2007 年まで続くとすると、2008 年の初期資源量は 53,315 トンになる。 
 
（３）漁獲圧と資源動向 
F30%、F0.1、F=M、Fcurrent(年齢別に 5 年間の平均)および資源が安定したとき（2014 年）

の資源量を 2007 年レベルに保つ F（Fsus）について検討した。その結果、現状の漁獲圧が続

くと資源は減少し、5 年後の 2012 年の資源量は 3 万 9 千トンになる（図 12、表４）。F30%お

よび F0.1 まで漁獲圧を下げると当面の漁獲量は大きく減少するが、2012 年の資源量はそれぞ

れ 10 万トン以上および 13 万トン以上となり、漁獲量も 1 万 6 千トン、1 万 8 千トンになる（図

12、表４）。Fsus で漁獲すると、資源は一度増加した後に若干減少し、2014 年に 2007 年と同

レベルの 53 千トンになり、漁獲量も 15 千トン前後で安定する。資源が高位水準なので現状の

資源水準を維持することを目標とした。そこで Fsus を Flimit とし、その Flimit における漁

獲量を ABClimit とした。また Ftarget を Flimit×0.8 とし、この基準値における漁獲量を

ABC target とした。その結果、ABClimit=15,772 トン、ABCtarget=13,206 トンと算出され

た。 
 

2008年ABC 資源管理基準 Ｆ値 漁獲割合

ABC limit 158百トン Fsus 0.44 30%

ABC target 132百トン 0.8Fsus 0.35 25%

注）F値は各年齢の平均で、ABCは100トン未満で四捨五入した。

 
（４）ABClimit の検証 

Fsus を Flimit として漁獲すると、2008 年の漁獲量は 1 万 6 千トンと現状よりも減少する

ものの、2009 年には 1 万 4 千トンになり、その後も増加する。近年の漁獲係数は特に若齢魚

で高い（1 歳の F=1.43）ため、%SPR はわずか 7.2％しかない。これまでのところ明瞭な再生

産関係は認められていないものの、現在の高い水準の資源状態を保つためには親魚量の維持が

重要と考え、この管理方策を用いた。 
表4 F値の変化による資源量および漁獲量の推移

漁獲量（トン） 資源量（トン）

F 基準値 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

0.00 21,965 23,047 0 0 0 0 0 51,041 53,179 53,315 94,149 148,030 205,261 259,950

0.04 0.1 Fsus 21,965 23,047 1,897 2,874 4,024 5,185 6,245 51,041 53,179 53,315 89,575 135,056 180,990 222,930

0.13 0.3 Fsus 21,965 23,047 5,407 7,543 9,874 11,974 13,704 51,041 53,179 53,315 81,349 112,963 141,446 164,897

0.28 0.67 Fsus 21,965 23,047 10,861 13,171 15,363 16,797 17,653 51,041 53,179 53,315 69,210 83,473 92,807 98,376

ほぼFtargetに相当

0.34 0.81 Fsus 21,965 23,047 13,077 14,912 16,531 17,277 17,518 51,041 53,179 53,315 64,512 73,126 77,100 78,382

ほぼFlimitに相当

0.42 Fsus 21,965 23,047 15,320 16,367 17,190 17,140 16,760 51,041 53,179 53,315 59,897 63,580 63,357 61,657

0.46 0.8 Fcurrent 21,965 23,047 16,343 16,930 17,335 16,912 16,270 51,041 53,179 53,315 57,839 59,527 57,765 55,091

0.57 1.36 Fsus 21,965 23,047 19,304 18,214 17,281 15,822 14,551 51,041 53,179 53,315 52,054 48,833 43,791 39,401

ほぼFcurrentに相当

0.68 1.2 Fcurrent 21,965 23,047 21,948 18,941 16,738 14,494 12,869 51,041 53,179 53,315 47,101 40,533 33,839 28,993

Fcurrentは5年間のFの平均
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補足資料 

 図８に示したようにマダラの再生産関係は不明瞭であるため、秋季における調査の親魚量か

ら翌年以降の加入量を推定するのは困難である。そこで、2002 年から毎年 5～6 月に仙台湾沖

および八戸沖で着底トロール調査を行い、生育場における着底直後の幼魚の現存量推定を試み
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